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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 平成 18年 5月 19日発表の平成 19年 3月期中間期（平成 18年 4月 1日～平成 18年 9月
30日）および平成 19年 3月期通期（平成 18年 4月 1日～平成 19年 3月 31日）の業績予想
を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成 19年 3月期中間期連結業績予想の修正（平成 18年 4月 1日～平成 18年 9月 30日） 

（単位：百万円） 
 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 （Ａ） 260,720 3,558    1,960 
今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 254,245 2,198   1,173 
増  減  額  （Ｂ－Ａ） △ 6,475      △ 1,360 △ 787 
増  減  率  （％） △ 2.5％ △ 38.2％ △ 40.2％ 
（ご参考） 
前期（平成 17年 9月期）実績    244,243     3,180   △ 4,974 

 
２．平成 19年 3月期中間期個別業績予想の修正（平成 18年 4月 1日～平成 18年 9月 30日） 

（単位：百万円） 
 売  上 高 経 常 利 益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 （Ａ） 260,400 3,550    1,953 
今 回 修 正 予 想 （Ｂ）    253,936     2,195   1,173 
増  減  額  （Ｂ－Ａ） △ 6,464     △  1,355       △ 780 
増  減  率  （％）    △ 2.5％   △ 38.2％   △ 39.9％ 
（ご参考） 
前期（平成 17年 9月期）実績    243,924     3,174     △ 4,907 

 
３．平成 19年 3月期通期連結業績予想の修正（平成 18年 4月 1日～平成 19年 3月 31日） 

（単位：百万円） 
 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 （Ａ） 528,690 7,015   3,363 
今 回 修 正 予 想 （Ｂ） 516,840 5,410     2,306 
増  減  額  （Ｂ－Ａ） △ 11,850 △ 1,605   △ 1,057 
増  減  率  （％） △ 2.2％ △ 22.9％ △ 31.4％ 
（ご参考） 
前期（平成 18年 3月期）実績    498,040     6,317   △ 3,829 



４．平成 19年 3月期通期個別業績予想の修正（平成 18年 4月 1日～平成 19年 3月 31日） 
（単位：百万円） 

 売  上 高 経 常 利 益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 （Ａ） 528,000 7,000   3,350 
今 回 修 正 予 想 （Ｂ）       516,200         5,400     2,300 
増  減  額  （Ｂ－Ａ）  △ 11,800      △ 1,600     △ 1,050  
増  減  率  （％）    △ 2.2％   △ 22.9％   △ 31.3％ 
（ご参考） 
前期（平成 18年 3月期）実績    497,369     6,306   △ 3,766 

 
５．修正の主な理由 
 （中間期における連結および個別） 
   売上高は、液晶 TV やプラズマ TV、乾燥洗濯機が順調に推移したものの、長梅雨の影

響でエアコンが伸びず、またパソコンが単価・台数ともに想定したほど伸びなかったこと

から、計画を下回る見込となりました。   
   利益面では、こうした販売動向を受けて、粗利率や経費効率の改善に努力いたしました

が、売上高の計画割れによる利益への影響を補うには至らず、計画を下回る見込となりま

した。 
 （通期における連結および個別） 
   通期の業績予想につきましては、今下半期の販売動向も厳しい市場環境が続くものと想

定されることから、さらに販売効率と経費効率に努める所存ではあります。しかしながら、

中間期における業績を踏まえ、通期業績予想を修正いたします。 
以上 


